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＝生涯学習論（‘02）＝（R）
　　　　　一生涯学習社会の展望一

〔主任講師：　岩永　雅也（放送大学教授）〕

全体のねらい
　近代国家では、例外なく、学校教育システムが人的資源の形成と配分の最も重要な装置またはエージェントとして機能し

てきた。そこでは、若年時に得た学歴を主な指標とする達成評価と選抜の結果が職業達成や社会階層を決定し、人生のあり

かたさえも決めてしまうようなメカニズムが働いていた。学歴社会と呼ばれる社会の形態である。しかし、高齢化や少子化、

脱工業化といった大きな流れの中で、従来のそうした仕組みが十全に機能しなくなったことが指摘されるようになっている。

学校教育の枠をこれまでのように固定的で絶対のものと考えない生涯学習の理念が、とりわけ現代の状況に適合的な考え方

として重要視されるようになってきている。本講義では、そうした今日的な状況をふまえ、社会全体を見通すマクロな立場

から、まず近代国家に必須であった人材形成の仕組みとしての学校と社会の歴史的な関係を概観し、それが変容を遂げつつ

ある今日の諸事情を｛府磁する。ついで生涯学習に関わる社会的経済的な状況の変化を整理し、世界各国の生涯学習の現状を

概観した上で、望ましい「学習社会」実現の展望と、それに向けての課題の整理を行う。本講義の履修にあたっては、ミク

ロな視点に立つ学部科目『生涯学習と自己実現』を履修しておくことが望ましい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 生涯学習の出自

　生涯学習の理念はどのような背景のもとで、いつ、どのよ
､なものとして登場し、社会にどう受け入れられてきたのだ
?､。ここでは、まず生涯学習の出自とその背景を整理し理
Oの変遷を跡付けることで、生涯学習を社会全体の視点から

沒｢するという姿勢を明確にしていく。

岩永　　雅也
i放送大学教
�j

岩永　　雅也
i放送大学教
�j

2 近代国家と教育

　近代国民国家は、例外なく学校教育制度を近代的国民の形

ｬに利用してきた。そうした近代化における国民教育として
ﾌ学校教育の意味と役割について検討する。その上で、特に

墲ｪ国の明治初期に早生的に萌芽していた生涯学習的理念の
走ｯ教育的理念への転換についても考察を加える。

同　上 同　上

3 学歴と人材配分

　わが国は、戦後教育改革：以後、高度経済成長期を経て、学

Z教育による付与資格が労働市場での人材配分の大勢を決す
驍ﾆいう、いわゆる「学歴社会」のシステムを作り上げてき

ｽといわれている。生涯学習の理念とは対極にあるともいえ
驍ｻの人材育成・配分システムについて検討する

同　上 同　上

4 学校教育の限界

　戦後半世紀にわたり、わが国の社会化と文化の機能的中枢

ﾉ位置してきた学校教育の功績とその意義を明らかにした上
ﾅ、現代の学校が直面する教育力の低下の現状を分析する。

ｳらに、教育の自由化、六年一貫制などそれを克服するため

ﾌ種々の試みについても、その有効性を検討する。

同　上 同　上

5
労働とリカレソト

ｳ育

　わが国は、伝統的にOJT（就業しながら技能を修得する）の比

dが高い社会であった。しかし、生産技術や情報技術の著し

｢進歩は、OJT中心の技能修得を困難にしつつある。労働と
ｻの技術習得を巡る環境変化と、新しいリカレソト教育の潮

ｬについて紹介し、その今日的な意味を探る。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

同　上 同　上

一一一@1　3　3　一



テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6 成人教育と社会教育

　成人教育には、移民や長期滞在外国人などのニューカマー

ﾉ対する再教育という政策的側面があったが、広義の社会政

�ﾌ視点から、伝統的な成人教育の政策的な意義とその変遷、

ｻして現代の生涯学習への継続性といったテーマを詳細に検
｢する。また、その日本的な形態である社会教育もすぐれて

ｭ策的な意味を持っていたが、現在、社会の総体的な多様化

ﾆ価値の自由化の潮流の中で、従来型の社会教育はその使命
�Iえつつあるといわれている。ここでは、その歴史的な意

`とその功罪を整理して考察する。

岩永　　雅也 岩永　　雅也

7
社会変動期の生涯

w習

　1990年代後半に入り、わが国でもさまざまな社会的変動の

¥出が顕著に見られるようになった。高齢化、少子化、情報

ｻの著しい進展、産業の空洞化、長期の不況と雇用の低迷、

Oローバライゼーションの進展等といった変動する今日の社

?�ｵと、それらが生涯学習に与えるインパクトについて考

@する。

同　上 同　上

8 余暇とスポーツ

　労働環境の変化、あるいは主婦のライフコースの変化に伴

｢、自由裁量時間のあり方が質量ともに変化してきている。

ﾜた、余暇活動の一環としてのスポーツ活動も変わりつつあ

驕B日本人の余暇生活とスポーツ活動の変化をさまざまな側

ﾊから検証し、それが生涯学習とどう関わっているかについ
ﾄ実証的に検討する。

同　上 同　上

9 生涯学習支援と行政

　多くの行政主体では、社会教育からの継続性を保ちながら

ｶ涯学習に関する支援施策が行われている。行政による生涯
w習支援の現状と問題点を具体的に考察し、あわせて生涯学
K指導者のリクルートや育成が地域的にどのように行われて
｢るかについても検証する。また、生涯学習に関わるボラン

eィア活動や情報提供、データベース（バンク）などについ

ﾄもその現状を紹介する。

同　上 同　上

10
事業としての生涯

w習

　今日、生涯学習は無視することのできない巨大な市場を構

ｬしつつある。生涯学習それ自体が巨大な事業分野となって

｢るといってもよい。事業あるいは経済活動としての生涯学
Kはどのように運営され、どんな問題を抱えているのだろう
ｩ。ここでは生涯学習の経済学的な考察を試みる。

同　上 同　上

11 海外の生涯学習

　世界各地の生涯学習の現状とその特色を紹介する。特に近

繿蜉wが発祥した欧州諸国と生涯学習の最先進国である米国

�?Sに取り上げる。欧州諸国では、その伝統と社会変動と
ﾌ狭間で多様な可能性を模索する現状を、また、早くから成
l教育への積極的な取り組みが見られた移民国家米国では、

ﾟ年のITの発達を背景に、年齢層、目的、レベル、学習方法

凾ﾉ関して非常に多様な生涯学習実践が行われている状況
�Aそれぞれ紹介する。

同　上 同　上

12 世界の遠隔高等教育

　世界には、放送大学と同様に何らかのメディアを利用して

投u教育を行っている大学が数多く存在する。各国の生涯学

Kの重要な一翼を担うそれらの遠隔高等教育機関の現状を紹

薰ｵ、その社会的背景と課題について検討する。
同　上 同　上

一一@1　3　4　一一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

情報通信技術の飛躍的な進展によって、生涯学習者、とり

わけ個別在宅学習者にとって非常に強力な学習ツールが提供

されるようになった。IT時代とも呼ばれる現代と近未来のメ

13 IT時代の生涯学習 ディア環境を概観し、IT化の生涯学習への影響と今後の可能 岩永　　雅也 岩永　雅也
性について考察する。

生涯学習は、ややもすると施設や機会の提供、支援システ

ムの構築といったインプットのみで語られがちであって、そ

14
生涯学習の評価と

ｲ査

の成果や学習者の達成についての評価調査が見落とされる傾

?ﾉある。ここでは、生涯学習への評価および学習者の意識

ﾈどを調査する具体的な方法について学習する。

同　上 同　上

ごく近い将来、すべての定型的な教育が生涯学習を軸に統
合され、学ぶことに関する限り規制や障害のない「学習社会」

が出来すると期待されている。しかし、その実現のためには、

15
「学習社会」実現へ

ﾌ道’
多くの問題が解決、改善されなければならない。望ましい学

K社会を実現するための条件、課題にどのように取り組んで
同　上 同　上

いくべきかについて議論を展開する。

も

一1　35　一一





　　　　　　　　　　　　　　　＝情報教育論（‘02）＝：（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一教育工学のアプローチー

　　　　　　　　　　　〔主任講師：菅井　勝雄（大阪大学大学院教授）〕
　　　　　　　　　　　〔主任講師：　赤堀　　侃司（東京工業大学大学院教授）〕

　　　　　　　　　　　〔主任講師：野嶋栄一郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　近年、情報化社会の進展によって、学校教育から高等教育に至るまで、情報教育は必須のものとなり、　「情報教育論」の

構築が要請されるようになってきた。そこで、本科目では情報通信技術の進歩、社会の情報化、学校教育の情報化などと、

人間の学習や発達、また必要な能力の育成との相互関連を考えながら、情報教育論を論述する。なお、副題に示すように、

教育工学のアプローチによる。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 情報教育論の概説

　初回なので、情報教育論の概説を試みる。近年、情報教育

_が、教育学の一分野としてなぜ登場することになったのか、

ﾜたその目的とするものは何か、さらに、学としての特徴は
ｽかなどを論じながら、今回の講義の全体像を概説する。

@　　ヴ

菅井　勝雄
i大阪大学大
w院教授）

菅井　勝雄
i大阪大学大
w院教授）

2
メディアと学習～
﨣�ｳ育の準備期

　情報教育が始まる前のメディアと人間の学習や発達との関

Wを含ませ、特に理論的な観点から取り扱う。それは主とし

ﾄ、教育工学におけるコンピュータ利用の教授・学習システ
?ﾌ変遷などを論じる中で示される。それはまた、教授環境
ｩら学習環境の重視への方向でもある。

同　上 同　上

3
情報と学習～情報
ｳ育のスタート

　情報教育が我が国で始められてからの人間の学習や発達と

ﾌ関係を、特に理論的な視点から取り扱う。ここではまた、

P980年代の分散型情報化から、1990年代のネットワーク型情

�ｻへの進展とも関連し、情報教育の在り方の変質とその発

Wが論じられる。

同　上 同　上

4 学習環境のデザイン

　メディア利用の学習環境の構成と広がりに関して、その実

ﾛを3例あげて論ずる。最初に、小学校における算数理解シ
Xテム、続いて、コンピュータ支援協調学習システム、最後
ﾉテレビ放送とインターネット融合システムをとりあげる。

同　上 同　上

5 情報とリテラシー

　社会生活を送る上で必須の能力がリテラシーであるが、情
�ﾐ会では情報の読み書きに相当する情報リテラシーが注目

ｳれるようになった。また、メディアリテラシーを含め、広

ｭ情報技術を活用する能力が求められてきた。その考え方に

ﾂいて述べる。

赤堀　　侃司
i東京工業大

w大学院教
�j

赤堀　侃司
i東京工業大

w大学院教
�j

6
情報教育のカリキ

　我が国では高等学校に普通教科「情報」と専門教科「情報」

ｪ新設されて、その教科が実施されようとしている。その教

ﾈのねらいについて概説する。特に普通教科「情報」につい

ﾄは概念が広い。その背景となっている考え方と特徴につい

ﾄ述べる。

同　上 同　上

7
小・中学校における

﨣�ｳ育の実際

　教科の中で教科目標を達成する教育方法としての情報手段

ﾌ活用と、情報技術を活用する情報教育が実際の小・中学校

ﾅ展開されている。この実践を紹介すると同時に、情報手段

ﾌ活用と情報教育について、その特徴といくつかの課題につ

｢て述べる。

同上 同上

一一@1　3　7一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

8 教育の情報化の進展

　我が国では教育の情報化推進のために、100校プロジェクト

竄dスクウェアプロジェクト、こねっと・プランなど実践的

ﾈ取り組みがなされてきた。また、教員研修、情報処理技術

ﾒ派遣、．ボランティア活動支援などの取り組みについて、そ

ﾌ盛夏と課題について述べる。

赤堀　侃司 赤堀　侃司

9
ネットワーク利用
ﾉよる遠隔教育

　該当年齢人口に占める大学在籍率が50％を超えるユニバー

Tルアクセス型の時代を迎え、オンキャンパス型の大学にオ

tキャンパス型の大学の機能を併せ持つ必要性が生じてき
ｽ。早大、スタンフォード大の事例を中心に、遠隔教育の具

ﾌ例と将来展望を試みる。

野嶋　栄一郎

i早稲田大学
ｳ授）

野嶋　栄一郎
i早稲田大学
ｳ授）

10
デジタルネットワ

[クを利用したテ
Xト

　ニュージャージー州プリンストンにあるETSを訪問する
ｩたちで、コンピュータベースドテスティングの基礎理論、

eスト項目の収集と分析、管理、コンピュータ環境について
ﾚしく解説し、さらに将来的な可能性について言及する。主
ｲ研究員村木英治氏に解説依頼する。

野嶋　栄一郎

ｺ木　　英治

iETS主幹
､究員）

野嶋　栄一郎

ｺ木　　英治

iETS主幹
､究員）

11
大学における教育
菇@の改善

　ディジタル化された教育環境、教育方法の紹介に焦点化す

驕B　（1）ディジタルコンテンツの例として早稲田大学演劇

歯ｨ館の事例、（2）バーチャルリアリティによる教育事例、

i3）電子教科書による授業事例を柱に、それらと大学教育
ﾌ改善を関連づける。

野嶋　栄一郎 野嶋　栄一郎

12 情報技術の進展

　通信ネットワークの広帯域化や携帯端末の普及など、情報

Z術の進展について展望する。さらにEUの国際マルチメデ
Bア教科書プロジェクトや台湾情報通信科学館などを事例
ﾉ、新技術の教育利用や技術リテラシーの育成について考察
ｷる。

前迫　　孝憲
i大阪大学教
�j

前回　　孝憲
i大阪大学教
�j

ｺ條　　真司
i大阪大学サ
Cバーメデイ
Aセンター教
�j

13 地域の情報化

　タイやメキシコ、世界銀行などの遠隔教育プロジェクトや、

?窓ｳ育テレビに連動した衛星インターネット、　「松原式」

lットワークなどを事例に、地域教育ネットワークについて

l察する。さらに、米国ス憎バーネットなどを事例に、規制
ﾉ和と教育の役割について検討する。

前迫　孝憲

前迫　孝憲

g田　　雅巳
iメディア教
迥J発センタ
[助教授）

14 情報化の光と影

　情報化の進展は、産業の生産性を高め、我々の生活に便利

ｳや楽しさをもたらす一方で、人間が元来持っていたさまざ

ﾜな能力を失わせ、非倫理的な行為や犯罪を誘発するとされ

驕Bこうした情報化の光と影について研究や実践の実際を紹
薰ｷる。

坂元　　　章

iお茶の水女

q大学助教
�j

坂元　　　章

iお茶の水女

q大学助教
�j

15 情報教育の課題

　最終回なので、これまで講義してきたことを踏まえ、情報

ｳ育の課題をめぐって、3人の主任講師を中心として、座談
?`式でいくつかの項目について討議する。情報技術、情報
fバイド、教員養成、研究方法論などをとりあげる。

菅井　勝雄

ﾔ堀　　侃司

??h一郎

菅井　勝雄

ﾔ堀　侃司

??h一郎
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＝発達心理学（‘02）＝（TV）

〔主任講師：内田伸子（お茶の水女子大学大学院教授）〕

全体のねらい
　ヒトは回りの人々との対人的やり取りを通して人間化、文化化への道を辿る。人間は生物学的な制約を受けながらも環境

刺激によって道程が規定されながら発達を遂げる。発達の可塑性はきわめて大きく、しかも生涯発達し続ける存在である。

本書は「生涯発達」・「文化」・「生涯学習」の視点に立ち、気質、感情、対人関係、自己意識、言語、思考など発達の諸

相を描き出す。各回末には、その章で扱われた領域での代表的な研究を取り上げ、「研究ノb．．．．トjとして解説することによ

り、その領域における問題意識を具体的な研究課題にまで憎憎させる方法論を読者に知らせることをめざしている・

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
発達心理学の課題
ﾆ方法

　1950年置以降の発達心理学研究の動向を概観して発達心理

wがどのような科学でありどんな役割をになっているもので
?驍ｩを考察する。さらにそうした課題がどの程度達成され

ﾄいるのか、今後なすべきことはどのようなことであるかに
ﾂいてもふれる。次に発達心理学研究において用いられる主
vな方法について紹介する。最後にこの科目全体の構成とそ

ﾌねらいについて説明する。

三宅　　和夫
i北海道大学
ｼ誉教授）

三宅　　和夫
i北海道大学
ｼ誉教授）

2
発達初期の子ども
ﾌ能力

　かつては新生児・乳児は無能な存在とみなされていて心理

wの研究はこの時期のことをあまり扱っていなかった。とこ
?ｪ20世紀半ばを過ぎるころから、この時期の発達について
ﾌ研究が盛んになり、新生児・乳児が素晴らしい能力を持っ
ｽ能動的な存在であることを明らかにするような実証的資料

ｪ次第に蓄積されてきた。ここではこうしたことについて具
ﾌ的に研究例をとりあげて説明し人間の発達における発達初

冾ﾌ意義を検討する。

同　上 同　上

3 気質と行動の発達

　誕生後間もない新生児であってもその行動特徴においてか
ﾈりの個体差が見られることが知られている。それは生得的
ﾈものであると考えられるが、養育にあたる母親などに少な
ｩらず影響を及ぼすものである。ここではこのような生得的

賰bをもつ行動特徴すなわち気質についての主要な研究を紹
薰ｵ、さらに発達初期の気質がどのようにその後の行動発達

ﾆかかわっているかについて考察し、さらにそのことを通じ
ﾄ発達の安定性・可変性の問題についても検討する。

同　上 同　上

4

世界を捉えるしく
ﾝ：象徴機能の発生
ﾆことばの獲i得

　子どもは誕生時から感覚器官をフル回転させて環境と活発

ﾉやりとりしている。環境との感覚運動的なやり取りを通じ
ﾄ外界の認識を形成しているが、乳児期の終わりから対人的

竄闔謔閧ﾌ中で視覚的共同注意や社会的参照、3項関係の成立

ﾉ伴い、象徴機能が獲得され内面世界が成立するようになる。

ｱとばは象徴機能を基盤に、生物学的制約と環境からの入力

ﾉより獲得されていく。ことばの獲得は世界認識や対人関係

ﾌ拡大をもたらす。

内田　伸子
iお茶の水女

q大学大学院
ｳ授）

内田　伸子
iお茶の水女

q大学大学院
ｳ授）

5 情動　の発達

　情動表出や情動知覚の研究、情動のダイナミックシステム
Iアプローチを紹介しながら、情動の古典的理論と最近の機

¥主義的理論を比較しながら説明する。情動と行動との関係
ﾉついて、情動とコミュニケーーション、情動と社会的行動、

s安やディストレスの制御、ディスプレイルールの発達につ

｢て研究を中心に説明する。また、情動の個人差について、

C質と情動の関係、情動体験と自我、情動の文化差という観

_から紹介する。

氏家　達夫
i名古屋大学
ｳ授）

氏家　達夫
i名古屋大学
ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6

他律から自律へ：

齊qシステムと自
･の発達

　自律性の発達を生涯発達と文化の観点から説明する。自律

ｫは文化的文脈の中で、子どもの状態の調整やしつけなどの

e要因と、気質特徴、愛着、反抗などの子ども要因との相互

?pを通じて発達する。子どもは他律的存在から自律的存在

ﾖと発達する。自律性は大人の発達課題でもある。子どもを

轤ﾄる過程で親自身も成長する。そこには自律性の部分的な

匇?ｪ含まれる。成人期において自律と他律の新たなバラン
Xが求められる。

氏家　達夫 氏家　達夫

7 対人関係の発達

　乳幼児期から老年期までの対人関係の発達を扱う。人は生

ﾜれたときから家族の一員としての生活が始まり、家族の中

ﾅの人間関係は発達にとって最も重要な環境を構成する。家

ｰにとっても新たなメンバーの加入により、そのシステムの

ﾏ容が起こり、メンバーそれぞれの年齢の変化にともないメ

塔oー相互の間の関係の質も大きく変わっていくプロセスと
＜Jニズムを考察する。また、家族の外の人間関係、特に仲

ﾔ関係の影響も触れる。

臼井　　博
i北海道教育
蜉w教授）

臼井　　博
i北海道教育
蜉w教授）

8

想像力の発：

v考能力の拡大と
fィスコースの成
ｧへ

　子どもの拡散的思考、想像力は生活や対人的やり取りの中

ﾅ発達していく。想像力の発達と軌を一にして、幼児期後期
ﾉは、世界や自己を語る手段としてのディスコース（談話や
ｶ章、物語）が成立する。幼児初期～児童期にかけての、デ
Bスコースの表現形の変化を追跡し、その表現をささえる創

｢的想像のメカニズムや認知機能について考察する。またの

ｬ立を支える創造的想像のメカニズムの発達について表現形
ﾌ変化から探る。

内田　伸子 内田　伸子

9
日本の幼児教育実

Hの特徴

　日本の幼児教育の実践の特徴を主にアメリカのそれとの比

rを通して描き出していきたい。具体的には最近のアメリカ
ﾆ日米の研究者たちの日米の幼児教育場面のエスノグラフィーや調査データを利用しながら、実際の教師の実践の方法、

ｻの背後にある教育の目標、児童観の違いを考察する。特に、

ｳ師のもつ土着的な教育方法に関する素朴理論
ietlmopedagoy）を取り上げて、分析を行う。

臼井　　博 臼井　　博

10

学校文化のディス
R　ース：

曹ｭこと・考えるこ

ﾆ

　子どもが生活の中で育んできた一次的ことばは読み書き能

ﾍの獲得にともなって二次的ことばへと重層的な発達をとげ

驕B読み書き能力によって時間・空間を隔てたコミュニケー
Vョンが可能になるとともに思考の手段として内面世界に深
ｭ関わるようになる。読み書き能力を獲得するという課題は、

w校文化に適応することにつながっている。作文の情報処理

ﾟ程や自分史の意義の考察に基づき、書くことと考えるこ
ﾆ・生きることの関わりについて探る。

内田　伸子 内田　伸子

11 学校での学び

　学校で学ぶこととして、いわゆる認知的学習のほかに、社

?Iなスキル、さらには知的な課題解決の構えに影響する動

@づけシステムの発達について、学校文化と関連づけて考察
ｷる。また、学校における社会化の重要なagentとしての教師

ﾌ子どもとの相互交渉のしかた、教師自身の：職業的な発達に

ﾂいても考える。その場合、教育実習の効果を含め、教師教

轤ﾌ在り方についても生涯発達の視点から考察する。

臼井　　博 臼井　　博
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会は産業によって供給される情報伝達手毅や情報表

現手段が多数あり、大人と同様子どもも長時間接し、特に家

庭や学校などを越えた広い世間への窓になっている。最初に

接する活字メディアとしての絵本は親子の人間関係の中で本 無籐　　隆 無籐　　隆

12 メディアからの学び への導入を行う。その後、読書へと発展する。テレビ、テレ （お茶の水女 （お茶の水女

ビゲームは映像的メディアとして新たな活動を生み出し、子 子大学教授） 子大学教授）

どもに大きな影響を与える。電話やインターネットが新たな

人間関係を作り出している。

発達心理学は、子どもから成人の発達を検討することを通

して、発達の歪みやそこで生じる心理的問題の発生的根拠を

示す。だが、その発生の要因は単一であることは滅多にない。

13
「臨床実践の発達

I基礎」

多くの「危険（リスク）」要因が関与し、また要因に影響さ

黷體x合いの個人差も大きい。例として、うつ病や食異常の
竭閧�謔闖繧ｰ、発達的リスク要因を解説する。また、家族

同　上 同　上

や学校におけるメンタルヘルスの保持への教育や介入の代表

的方法を紹介する。

1歳頃の身体的自己の成立から初め、4歳頃に心が実体と
して存在することを理解する。そこから児童期に掛けて、自

己概念が次第に成立する。児童期の後半に入ると他者との比
較による自己概念が成り立ち、自己尊重感の程度が重要にな

る。思春期に入ると、孤独感も感じるようになり、自己の見

直しが行われる。その模索から成人期に入る頃に大人として

14 自己意識の発達 どう生きるかの自覚が成り立つが、その見直しは生涯にわた 同　上 同　上

り繰り返されるだろう。メディア毎に年齢を追って記述する。

1）絵本への接触、2）本への導入、3）テレビメディアへ
の接触とテレビ的世界への導入、4）テレビゲームと架空世
界の楽しみ、5）電話とインターネットが変える人間関係の
トピックスを取り上げる。

中年期の発達について、既存の理論や研究と同時に、現在

行っている追跡研究からいくつか事例を紹介しながら説明す

る。エイジングは発達ととらえることができる。個人は、さ

成熟と老い： まざまな変化にアクティブに適応している。それは、心理的

15 成人期～老年期の 適応という側面と新たな技能の習得という側面からなってい 氏家　達夫 氏家　達夫
学び る。個人は老いるということを学ぶのである。また、心身と

もに健康を保っている高齢者の研究を紹介し、豊かな老いに

ついても考える。
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＝才能教育論（‘02）＝（TV）
　　　　　一スポーツ科学からみて一

〔主任講師：宮下充正（放送大学教授）〕
〔主任講師：　平野　裕一（東京大学助教授）〕

全体のねらい
　遺伝的に規定されている範囲内で、子どもの能力を最大限に伸ばすためには、個人の個性を考慮し発達の度合いに応じて、

もっとも適切な教育が提供されるべきことはいうまでもない。この科目では、個人の成長・発達と密接な結びつきをもつス

ポーツの分野に限定して、高度な能力を効率的に育成するためにはどのような教育がなされるべきかを、スポーツ科学関連

分野で蓄積されてきた知見に照らして考えたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 才能は教育できるか

　才能とは、特異的な目的を達成させることのできる、遺伝

Iな要因が強く影響するが訓練すればそれだけ高度になる能

ﾍと定義する。そして、才能教育の目的は、それぞれの特異
Iな分野において優れた成果を生みだすことができるように
¥力の向上をうながすことである。スポーツにおける才能教
轤ﾉついて、今後解明されるべき問題点を挙げる。

宮下　　充正
i放送大学教
�j

宮下　　充正
i放送大学教
�j

2

スポーツパフオー・

}ンスの制限因子
齣ﾌ力と運動技術

　スポーツの成績は、運動に必要とされるエネルギーの産生

¥力と、エネルギーを運動の目的に応じて効率よく利用する

¥力とによって決まる。この能力には向上の著しい年齢があ
驕Bその年齢における教育の成果をいくつかのスポーツを例
ﾉ検討する。

平野　裕一
i東京大学助
ｳ授）

平野　裕一
i東京大学助
ｳ授）

3
運動能力とその発
Bにおける遣伝性

　運動を遂行する能力は、どの程度先天的に決定され、ある

｢は、どの程度後天的に開発可能なのだろうか？最近、分子
笂`学的研究、双生児法・発育発達学を組み合わせた研究な
ﾇにより、新たな知見が蓄積されっつある。それらの成果を、

ﾐ介、解説するとともに、今後すすめられるべき研究の方向

��ｦしたい。

山本　義春
i東京大学教
�j

山本　　義春

i東京大学教
�j

4
随意運動の獲得一学習と発達一

　運動は筋肉の活動によって発現するが、その活動は脳・神

o系の働きによって制御される。これら脳・神経系の働きの
?ﾉは、恒常性維持という観点から自動的かつ不変（系統発
ｶ的）と考えられているものもあれば、適応・学習といった

ｻ象で表現されるように、可塑性に富んだものもある。脳・

_経系の作用機序に関する最近の研究動向を紹介し、例えば

ｩ動性と可塑性との境界など、解決されるべき課題を考えて

｢きたい。

同　上 同　上

5

系統発生的動作か、

ﾂ体発生的動作か
齦烽ｭと走る

　誕生して1年目ぐらいから歩け、2年目ぐらいから走れる
謔､になる。これら歩くと走るは、特別な訓練をしないでも
gにつく動作なのだろうか。歩く、走るの運動力学的解析か

轣Aこの問題を探っていきたい。

中村　　好男

i早稲田大学
ｳ授）

中村　好男
i早稲田大学
ｳ授）

6
個体発生的動作の
w習一跳ぶ

　跳躍動作は、段差のあるところがら跳び下りる、水溜りを

ｵび越すといった経験を経て身につく。跳ぶ機会の減少した

?ﾅ成長する子どもの跳躍能力は年々低下している。跳躍動

?ﾌ解析から、この問題を提起したい。

深代　　千之

i東京大学助
ｳ授）

深代　千之
i東京大学助
ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7

個体発生的動作の
w習一泳ぐ

　学習しなければ身につかない代表的動作である泳ぐについ

ﾄ、まず、初心者が泳ぐという動作を身に付けるまでと、世

Eのトップレベルの記録が出せる泳力を身につけるまでの経
ﾟを解説する。 宮下　充正 宮下　充正

8
体発生的動作の学
K一投げる

　上手にボールを投げる動作の学習は人間にしかできない動

?ﾅある。この事実には直立二足歩行という人間の最も基本

Iな身体的特性が深く関わっている。人間には誰にでも上手

ﾉ投げられる可能性が与えられているが、適正な年齢に適正
ﾈ指導や練習がなされないと十分にその可能性を生かすこと
ﾍできない。

桜井　　伸二
i名古屋大学
赴ｳ授）

桜井　伸二
i名古屋大学
赴ｳ授）

9

個体発生的動作一止まっているボ

[ルを打つ

　打つ動作には、木づちで叩くといった動作から、止まって
｢るボー・ルを長いクラブで打つゴルフがある。ゴルフはボー

汲�唐ｭへとばすばかりではなく、その方向も重要である。

Aメリカにおけるゴルファーの教育機関での指導過程を紹介
ｵ、その合理性を追求したい。

深代　　千之 深代　　千之

10

　　　　　　　　こ

ﾂ体発生的動作の
w習一動いているボー

汲�ﾅつ

　動いているボールを打つ動作には、飛んでくるボールを打

ﾂテニスのストロークや野球のバッティングなどがある。野
?､国アメリカでの野球選手の養成課程を紹介し、飛んでく
驛{ールを正確に打つ才能を伸ばす視点を提示したい。 平野　裕一 平野　裕一

11

力強さの増強一レジスタンス・ト

戟[ニング

　好成績を収めるためには、発揮するカが大きい方が有利な

Xポーツの競技種目がある。このような筋力の向上に関与す
驩h養、運動、休養などの因子について解説し、レジスタン
X・トレーニングの今後を展望する。

同　上 同　上

12
ねばり強さの向上
齊Oンジュアラン
X・トレーニング

　運動を長時間続けていても、からだの動きの速さが低下し

ﾈい方が有利なスポーツの競技種目がある。このような持久

ﾍに関与する生理学的機能について、マラソンのトップラン
iーを例にあげて解説する。

八田　秀雄
i東京大学助
ｳ授）

八田　秀雄
i東京大学助
ｳ授）

13

中高年齢者に見ら
黷驪ｳ育効果一未開発だった才

¥の発掘

　長寿社会となり生涯学習が盛んになった。そこでは、さま

ｴまな運動講座が開催されている。成長期に経験しなかった

ｮ作様式が中年を過ぎても身につく事実から、才能教育の可
¥性を探ってみたい。

中村　好男 中村　好男

14

身体障害者に見ら
黷驪ｳ育効果一だれでも上手に

ﾈれる

　社会福祉の一部考えられていた障害者スポーツの中からも

｣技スポーツ志向が芽生え、パラリンピックに参加するスポ

[ツエリートのパフォーマンスは驚くほど高度である。健常

ﾒと異常者という二大別は無意味になりつつある。個人の能

ﾍを最大限に伸ばす過程について障害者のスポーツ参加から
lえる。

桜井　伸二 桜井　伸二

15
個性と成長段階に
桙ｶた運動指導の
蜉

　1個の細胞から増殖し、複雑な組織体となって誕生した個

lは、その遺伝的制約の範囲の中で、成長という時間と環境

ﾆいう刺激とによって影響されながら成熟していく。　その

ﾟ程で教育はどうあるべきか考えていきたい。
宮下　充正 宮下　充正
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＝道徳性形成論（‘03）＝（R）

〔主任講師：　大西　文行（横浜市立大学教授）〕

全体のねらい
　この科目では、道徳性発達・形成に関する諸問題を考えることにする。道徳性をどのように考え、定義するかは大変困難

な問題であるが、この科目では、「自他の福祉、幸福に資する人格的資質」と考え、講義の前半では、それらがどのように諸

学や社会で概念化されているか、また道徳性発達・形成過程がどのように記述され、測定されているかについて考える・

個人は他者、文化、社会との関係で発達、形成、生成されることから、他者、文化、社会との相互作用関係で道徳性発達・形

成を考えていく必要がある。講義後半では、これらの相互作用関係で道徳性発達・形成について考察し、「自他の福祉・幸福

に資する人格的資質」の形成を考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ ，内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

道徳、道徳性の語源、語義について考察し、哲学、倫理、

心理学や社会学諸学から道徳性についての定義を比較考察す 大西　　文行 大西　　文行

1 道徳性　と　は
る。 （横浜市立大 （横浜市立大

学教授） 学教授）

道徳性を人間の精神機能、認知・知的、情意的、意志、行為

的側面から考える。

2
道徳性発達・形成諸 道徳性の認知的側面として、道徳的判断、推論、知識など 同　上 同　上
理論　1 についての心理学諸理論を考察、検討する。

道徳性の情意的側面として、良心、共感性、罪障観、配慮、

おもやりなどについての心理学諸理論を考察、検討する。

3
道徳性発達・形成諸 同　上 同　上
理論　2

道徳性の行為的側面として、道徳的行為、人格についての
心理学諸理論を考察、検討する。

4
道徳性発達・形成諸 同　上 同　上
理論　3

道徳性の認知的側面についての発達過程をPlaget，　Kohlberg

Turie1、　Selman等から考察する。

5 道徳性発達 同　上 同　上
過　程

道徳性の情意的、行為的的側面についての発達過程を
AIIpolt、　LoevingeL　Skinn鉱Bandura、正木正、澤田慶輔等から

6 道徳性形成 考察する。 同　上 同　上
過　程

道徳性発達測定を共感性、情動的側面および古畑和孝の
HEA　RTを中心に考察し、測定技法の習得を目指す。

7 道徳性測定2 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

　道徳性発達測定を共感性、情動的側面および古畑和孝の
gEARTを中心に考察し、測定技法の習得を目指す。

大西　文行

8 道徳性測定2 大西　　文行 明田　芳久
（上智大学教
授））

道徳性発達、形成の要因について、発達、意図一非意図、

体系一三体系の軸から考察する。

9
道徳性形成と家庭

ｳ育
　家庭における道徳的環境、しつけ、養育態度や親子関係、

ｯ胞関係と道徳性形成の関係を考察する。
同　上 大西　　文行

学校教育での道徳教育と道徳性形成の関係を考察する。わ
が国の道徳教育の変遷を併せ考察する。

10
道徳性形成と学校

ｳ育
同　上 同　上

　同輩、交友関係と道徳性形成の関係を考察する。Peer　Suppo且

竄oeer　Helpのプログラムをも考察する。
大西　文行 大西　文行

11
道徳性形成と同輩

ﾖ係 戸田　有一 戸田　有一
（大阪教育大 （大阪教育大

学助教授） 学助教授）

社会、地域、共同体の道徳的環境と道徳性形成の関係を考
察する。

12
道徳性形成と地域

ﾐ会
同　上 同　上

少子化および高齢化社会と道徳性形成の関係を考察する。

13
道徳性形成と少子
ｻ、高齢化社会 同　上 同　上

情報化社会と多文化社会と道徳性形成の関係を考察する。 大西　文行 大西　文行

14
道徳性形成と情報
ｻ、多文化社会

小林　　亮
i京都光華女

小林　　亮
i京都光華女

子大学助教 子大学助教
授） 授）

国際化社会と道徳性形成の関係を考察する。

15
道徳性形成と国際

ｻ社会 同　上 同　上
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＝逸脱行動論（‘02）ニ（TV）

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　清永’賢二（日本女子大学教授：）〕

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　徳岡　秀雄（京都大学教授）〕

全体のねらい
　最近の青少年による逸脱行動に焦点を当て、1．逸脱行動研究への導入、II．逸脱行動研究の理論、皿．逸脱行動研究の

方法、IV．少年の逸脱行動過程、　V．逸脱少年の司法過程、　W．逸脱研究の最前線と逸脱の行方、等について社会学及び社

会心理学的視点から総合的体系的に論じる。本講義によって、少年たちによる逸脱行動の世界的スケールに立った最新の知

識を学ぶことが可能となると同時に、逸脱行動への受講生自身の知的探求行動を促進活性化することを目的とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 逸脱行動の世界

　少年たちによる逸脱・非逸脱・反逸脱行動が境界性を喪失

ｵながら膨張を加速化している。何が逸脱行動か、何が逸脱
s動でないのか。社会全体の価値や規範の混乱を背景に、少
Nたちの間での逸脱世界も揺れ動く。逸脱世界を｛府寒し、そ

ｱでの少年たちの逸脱的行動実体についての全体的相貌と問

閧�_じる。

清永　　賢二
i日本女子大
w教授）

清永　　賢二
i日本女子大
w教授）

ｿ岡　秀雄
i京都大学教
�j

2
逸脱研究の今日的

ﾓ義

　逸脱は悪か。悪とは何か。悪は悪か。悪は不正義か。悪は

桙ﾆして正義ではないのか。それでは正義とは何か。一画的
迹鞄I「逸脱＝悪」論を検証し、少年による逸脱行動の現実

I作用と意味を問い直す。

岩永　　雅也
i放送大学教
�F）

岩永　　雅也
i放送大学教
�j

3 「非行少年」の発明

　非行という概念は、少年観の成立と共に、犯罪と貧困とは

褐ﾝ因果的であり、しかも幼少期の経験に大きく規定されて
｢るとの認識に基づいて、刑務所から犯罪少年を、救貧院か

逡xQ児を救出し、両者のために少年救護収容施設が創設さ
黷驩ﾟ程で生み出された。犯罪少年プラス貧困少年という非
sの原型は、文化・時代による修正を受けながら、今日にい

ｽっている。

徳岡　秀雄
i京都大学教
�F）

徳岡　秀雄

4 実態・理論・政策

　文化と歴史に規定された社会規範からの逸脱の一部が犯
ﾟ・非行として把握される。その実態を説明しようとするの

ｪ理論（仮説）であり、政策は理論を根拠に採用されるもの
ｾと想定される。しかし本章では、実態→理論→政策、とい

､常識的見解よりもむしろ、現実には、政策→理論→実態、

ﾆいう流れなのだという点を強調したい。そこに大きく関わ

ﾁてくるのが、背後仮説という概念である。

同　上 同　上

5
社会的緊張理論の
h枯盛衰

　社会学的犯罪理論が成長し、シカゴ学派とマートンのアノ

~ー論とを統合した分化的機械構造論へと精緻化される。こ

ﾌ理論（仮説）は時代の追い風を受けて、ケネディ政権のシ

塔{ル的政策にまで発展した。理論と政策との相互規定関係

�ｽどるとともに、理論（仮説）は、さらに大きい時代的背

iの中に位置づけてこそ意味を持ちえたのだという側面を明

轤ｩにする。

同　上 同　上

6
時代精神としての

宴xリング論

　政策・理論・実態、三者の相互規定性を如実に物語る一例

ﾆして、1960年代後半から70年代のアメリカを席巻したラベ

潟塔O論を取り上げる。伝統的実証主義の発想を逆転させた

宴fィカルな主張が、時代精神の変化と共にたどった命運を

L述する。また、ラベリング論の政策化は、意図的行為の意

}せざる結果、潜在的逆機能の例示としても面白い。

同上 同上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 逸脱行動の量的把握

　具体的に逸脱行動をどの様に把握し理解するのか。1つの

菇@として官庁統計を中心とした各種量的把握方法がある。

ﾊで把握される「人間行動」の長所と短所、意義と限界、現

ﾀ場面における具体的展開手法について論じる。
清永　賢二 清永　　賢二

8 逸脱行動の質的把握

　官庁統計を中心とした量的把握に対し、量では把握困難な
冝Xの微細な少年たちの日常生活世界における逸脱行動に注

ﾚした質的把握方法がある。例えば、参加観察法を中心とし
ｽエスノメソドロジーは、逸脱行動研究にどの様な新しい視

Eを開いて行くのか。今後：更に必要とされるであろう逸脱行

ｮの質的把握の深部に迫る。

同　上 同　上

9 逸脱行動の現象学

　少年による様々な逸脱行動が噴出する。個々の逸脱行動が

ｻれ自身で、あるいは複数の行動が相互に回り回れあいなが
轣A時代時代の逸脱行動世界を紡いで行く。複雑に繕り振れ

ｽ逸脱行動の現象を解きほぐし、歴史的時間や文化の変遷の
?ﾅの逸脱行動の現象学的特性を解析する。

同　上 同　上

10
原因理解のための
攪_枠組み

　少年はなぜ逸脱行動を働くのか。原因追及のための様々な

攪_枠組みが用意される。下位文化論、社会的葛藤論、社会

I統制論の3理論を中心に、少年による逸脱行動の原因追及
ﾌための理論の整理と、こうした理論を下敷にした仮説モデ
汲ﾌ設定を試みる。

同　上 同　上

11
逸脱行動の定量的
關ｫ的原因探求

　理論は現実に検証されてこそ、その意味を深め、さらなる

ｭ展を可能にする。各種統計調査、また参加観察法などを通
ｵて定量的定性的に現実の少年たちの逸脱行動の原因を探っ
ﾄ行く。

同　上 同　上

12 少年法の歴史と現在

　「非行」の発明以来、少年保護体制が充実し、世界最初の

ｭ年裁判所がシカゴに創設されるまでの経緯を解説する。

@続いて、日本における明治期以後の少年司法政策の発展過
��ｪ述する。それは統制網の拡大・深化、すなわち刑罰を
竓ｮする保護処分から刑罰に代わる保護処分へ、さらには保
??ｪ優先主義へと、保護i処分対象者が増大する過程でもあ
驕B

徳岡　秀雄 徳岡　秀雄

13 これからの少年司法

　2001年4月から施行された改正少年法は、5年後の見直し
�K定している。少年司法の現在的課題を明らかにするため

ﾉは、何か争点で何が変更されたのかを確認しておく必要が
??､。
@また、改正点の一つに、近年急速に認識され始めた被害者への配慮がある。アメリカでの均衡：・修復司法という実践が、

坙{文化の中で応用可能か否かを検討しておくことも重要で
?驕B

同　上 同　上

14
青少年問題の変質
ﾆ対策のジレンマ

　青少年問題全体の、またその重要な一部としての少年犯罪

ﾌ歴史的変遷は、いずれも反対社会型から非社会への変質と

ｵて特徴づけられる。それは、モラル・パニックを背景にし

ﾄ、対症療法的対策をとり続けてきたことの帰結であると解
ｹられる。

@道徳的社会化を成功させるためには、モラル・パニックに

fわされずに、あらゆる場面でタイプA的統制の可能性を追
≠ｷることが肝要であると思われる。

徳岡　秀雄 徳岡　秀雄
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

少年による逸脱行動も21世紀を眼前に様々な変容を遂げよ

うとしている。その変容に対し、世界の逸脱行動研究は、ど

15

逸脱研究「知」の最

O線と少年たちの
s方

の様な対応をし、少年の逸脱行動のどの様な側面に注目し、

､究を進めようとしているのか。逸脱行動研究の知の最前線

�｢界的スケールで探る。同時にどうした「知」の窓を通し

ﾄ21世紀社会での逸脱少年の実像の行方を追う。

清永　賢二 清永　賢二
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＝臨床心理学特論（‘02）＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：橘玲子（放送大学教授）〕
　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　馬場　謙一（放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　滝口　俊子（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　臨床心理学は精神医学をはじめとする数多くの近接領域と深く関わっているので、これらと臨床心理学の関連にふれる・

さらに、臨床心理学の目指すもの、援助の学とは関係性の学であること、などに視点を置いてこれまでの代表的な実践的理

論と技法、今後新しい展開が予想される点について講義を進める。なお、二人のゲスト（河合隼雄先生・村瀬嘉代子先生）

を迎えてトッピックスを語ってもらう予定である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理臨床活動が行われている領域、論文に見られる具体的

テーマ、心理臨床の学習と訓練、実践と研究における倫理に
橘　　　玲子 橘　　　玲子

1 臨床心理学とは
ついて述べる。 （放送大学教 （放送大学教

授） 授）

臨床心理学と精神医学の関係を述べ、臨床心理学に影響を

2

臨床心理学と精神

繩w1

与えた代表的な研究者を紹介する。また、アメリカと日本の

ﾕ床心理学の歴史にも触れる。 同　上 同　上

臨床心理学の歴史

神経症の概念と歴史、その類型と病前性格、状況論を含む

臨床心理学と精神
心因と心理療法の可能性などについて述べたい。 馬場　　謙一 馬場　　謙一

3 医学2 （放送大学教 （放送大学教

こころの病：神経症
授） 授）

精神病とは何か、その特質と種類について述べ、各種精神

臨床心理学と精神
病の病理と治療についても触れる。

4 医学3 同　上 同　上

こころの病：精神病

5

臨床心理学と精神

繩w4
ｱころの病：心身症

　心身の相関性と心の問題の身体への現れ方について述べ、

S身症の代表として思春期の摂食障害を取り上げてやや詳し

ｭ検討する。 同　上 同　上

一摂食障害を中心
に一

臨床心理学的援助を支える考え方の枠組みとして哲学から

6

臨床心理学と近接

ﾌ域1
N　学

の影響は大きい。　「臨床の知」　「トポスの知」　（中村雄二郎）

ﾈどを紹介しながら、心理臨床とその研究・調査についての

軏{的枠組みについて考えてみたい。
橘　　玲子 橘　　玲子

臨床心理学は基本的には臨床場面での個人やグループの心

7

臨床心理学と近接

ﾌ域2
ｯ俗学

のあり方とかかわる学問であるが、個人の心というからとい

ﾁて、社会や文化、儀礼や風習と無関係では実は全くない。

｡回は現代の心理療法場面においてクライエントの心に現れ
驕uイメージ」が、　「昔話」と深いかかわりがあることを検

同　上 同　上

討してみたい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理臨床家は面接技法も含めて多様な援助の方法があるこ
心理アセスメント とを知り、その特徴を理解してクライエントの現状に合った

8
1　臨床心理学的
㍼浮ﾉおけるパラ

援助の仕方を選ぶことが必要である。留意点など、具体的な

痰�唐ｰて検討する。
橘　　玲子 橘　　玲子

ダイム

クライエントの問題はこれまでの、そして現在の対人関係

心理アセスメント や環境が関わってくる。相談の趣旨、相談の意図、家族から

9 2　アセスメント の情報、クライエントの歴史などアセスメントのための面接 同　上 同　上

面接
を述べる。

心理テストは心理臨床家の重要な技法のひとつである。異

常という判断の問題、心理テストの背景、現在使用されてい

10
心理アセスメント
R　心理テスト

る代表的なもの、実施上の問題点、報告書の書き方など基本
Iなことを述べたい。

同　上 同　上

得られた情報かち、クライエントの知的機能やパーソナリ

心理アセスメント ティ像、病態のレベル、変化の可能性などについて心理臨床

11 4　見立て：クライ 家の視点からクライエント像を描く。見立ての必要性、臨床 同　上 同　上

エント像を描く 的援助への生かし方、訓練の必要性などにふれたい。

意識と無意識自我、イド、超自我コンプレックス、葛藤な

ど、心のはたらき方に関する重要な概念がある。そのはたら

12 心のはたらき
P　深層心理学

き方のアウトラインを説明する。 馬場　　謙一 馬場　　謙一

自我は未だ意識に登らない様々なイメージを無意識として

心のはたらき 内包している。人間が社会に適応するとき、自我は社会と内

13 2　自我と無意識
界の調整をしている。このはたらき方ど自我の防衛機制、症

同　上 同　上

の関係 状形成について述べる。自我心理学とその流れについても解
説する予定である。

本章では意識と無意識のかかわりの中から現れる丁失策行
為」と「夢」を取り上げる。Freud．　S．が「失策行為」と「夢」

14
心のはたらき
R　失策行為と夢

に対してどのような「接近法」　「姿勢を示したか、心理療

@の中でそれらの理解をどのように生かしていけるか検討し
同　上 同　上

てみることにしたい。

「性」に対する多面的な検討を加えたい。本能としての性、

行動を支配する性、性とエロス、同性愛、性転換の問題など

15
こころと身体：性を

lえる
を取り上げたい。

橘　　玲子 橘　　玲子

村瀬嘉代子先生に聞く 橘　　玲子
心理臨床の道を歩んでくるとき、何を大切にしてきたか。理

16
トピックス：

S理臨床と私

論と実践とをどのように関連させて考えてきたか。統合的ア

vローチということを考え、実践するようになった背景につ 橘　・玲子
ゲスト

ｺ瀬　嘉代子
いて。 （大正大学教

�j

一152一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理臨床では、生物学的な変化を基礎においた発達論と、

ライフサイクル論 治療関係の中での転移・逆転移関係を発生・発達論的に理解 小此木　啓吾 小此木　啓吾

17 1　心理臨床と発
する見地がある。この両者の相互関係を精神分析的な観点か （東京国際大 （東京国際大

達論
ら概説する。 学教授） 学教授）

ライフサイクルのもっとも初期の乳幼児における心的機能

と母子相互作用、その病理としての関係性障害などについて、

18
ライフサイクル論
Q　乳・幼児期

乳幼児精神保健及び精神分析的発達研究の観点からお話をす
驕B

同　上 同　上

親からの自立の準備として友人関係や知識の獲得の重要な

19
ライフサイクル論
R　児童期

児童期について、不登校・絨黙などの心理的な問題を通して

qべる。
滝口　俊子
i放送大学教
�j

滝口　俊子
i放送大学教
�j

自分自身への関心の深まる青春期に生じる種々の葛藤、性
別同一性などについて、事例を通して詳述する。

20
ライフサイクル論
S　思春期・青年期

同　上 同　上

思秋期とも呼ばれる中年の、心の揺れとその収束について、

事例を通して紹介する。

21
ライフサイクル論
T　中年期

同　上 同　上

心身の老いの問題、特に誰もが向かう死の準備としての老
年期について、述べる。老人の知恵についても触れたい。

22
ライフサイクル論
U　老人期

同　上 同　上

Freud．　S．は催眠から自由連想法に技法を展開し、精神分析

療法を確立した。クライエント・治療者関係、主として治療

23
心理療法　1

ｸ神分析療法
過程に現れる抵抗、転移・逆転移、行動化その他重要な概念

�燒ｾする。
馬場　　謙一 馬場　　謙一

分析心理学とは、日本ではユング心理学とも言われている
ところがらわかるように、Jun9．　C．　Gの創始した心理学に基

24
心理療法2

ｪ析心理学開心理
ﾃ法

礎を置く心理学である。分析心理学的心理療法を40数分で
ｨ話をするのは、不可能に近いが、今回は、いわゆるユング
hでは、人間の心が示す「症状」や「問題」　「苦悩」を基本

Iにどのように理解するかという根本に絞って考えてみるこ

大場　　登
i放送大学教
�j

大場　　登
i放送大学教
�j

とにしたい。

Roger＆C．は来談者中心療法という方法を提示した。この方

法は戦後の日本にいち早く紹介され、日本の心理療法幕開け

25
心理療法3
?k者中心療法

となった理論でもある。ここではカウンセラーの姿勢の問題

�謔闖繧ｰて考えたい。
橘　　玲子 橘　　玲子
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・・職名） （所属・職名）

学習理論に基づいて実験によって基礎づけられた行動修正

法をEysellck』．　J．は「行動療法」としてまとめた。技法的に

26
心理療法4

F知行動療法
も理論的にも、現在は一層多様となり、認知行動療法、社会

w習理論モデルなど代表的流れを紹介する。
橘　　玲子 橘　　玲子

この二つの心理療法は日本で生まれた。森田正馬が確立した

森田療法と吉本伊信が開発した自己啓発による内観療法の特

27
心理療法5
煌ﾏ療法・森田療法

徴について紹介する。 同　上 同　上

エンカウンター・グループやファンタジー・グループにつ
いての紹介とその利用、今後の展開を述べる。

28
心理療法6
W団心理療法

同　上 同　上

地域臨床活動場面で心理臨床と近接領域とのネットワーク、

コンサルテーション・リエゾンなどについて考える。特にス

29
コミュニティと心
摎ﾕ床

クールカウンセラーの具体的活動を例に挙げながら、新たな
竭閧熬�ｦしたい。

同　上 同　上

河合隼雄先生に聞く：これからの心理臨床・研究・教育に 橘　　玲子

30

トピックス：

ｱれからの心理臨

ｰ

ついて。

同　上
ゲスト

ﾍ合　隼雄
i京都文教大
学学術顧問）

一154　一一



＝： ﾕ床心理面接同論（‘02）ニ（R）
　　　　　　一心理療法の世界一
　　〔主任講師：　大揚　登（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　実際の心理臨床の現場で臨床心理学的面接ないし心理療法を行ってゆくにあたって、心理療法家（サイコセラピスト）にと

ってもっとも基本となる姿勢・留意点、そして、心理療法（サイコセラピスト）技法論の基礎について体系的に学習すること

を目的とする。

執筆担当 放送担当
回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理面接特論の講義を始めるにあたって、心理療法と

いうものが、ある心理療法を創始した「ある生きた個人」「そ

1
はじめに：心理療法

ﾆ生きた個性

の個性」、そしてその心理療法の研修を受けた、あるいは、

�ｯる、ある「生きた個人・生きた人間」　「その生きた人間

ﾌ心」を抜きにしては始まらない・語れないという根本につ

大場　　登
i放送大学教
�j

大場　　登
i放送大学教
�j

いて考えてみたい。

心理療法というと難しい理論やテクニカル・タームの勉強

から始まると思う人もいるかもしれないが、実は、心理療法

2
耳を傾ける・自然治

?ﾍ

の基本は、　「共感的に耳を傾ける」すなわちクライエントの

bを傾聴することであり、そのプロ・セスの中で、クライエン
同　上 同　上

トの心の自然治癒力に働いてもらうことである。

心理療法という営みは、基本的にはサイコセラピスト（以

下セラピストと略）とクライエントの間で生起するが、この

3 心理療法の器（1）
営みを抱え、保護するものとして、　「心理療法の器」という

烽ﾌが必要である。　「レトルト」といったイメージを思い浮
同　上 同　上

かべてもらうとよいかもしれない。

「器」に保護される中で、心理療法のプロセスは初めて進

行ずる。セラピストの守秘義務から始まって、面接時間・面
接室・面接頻度、料金といった「面接構造」とも言われるも

4 心理療法の器（2）
の、どのような心理療法機関（医療機関、大学相談室、個人

J業）か、どのような心理療法の立場・姿勢に立ったセラピ
同　上 同　上

ストか、その他様々の構成要素によって「器」のカラーが生

まれてくる。

　本講義では、トピックスとして、様々の心理臨床の現場で
ﾌ実際の心理療法、個々の現場固有の特徴・経験・感動・難

大場　　登

5

トピックス：心理臨

ｰの現場から一①
しさについても紹介してゆくことにしている。第1回の今回

ﾍ、カウンセリングセンターや心理療法研究所という形でサ 同　上
ゲスト：

O浦　和夫
私立心理療法機関 イコセラピーを開業している心理療法機関から学んでみた （山王教育研

い。 究所）

面接の初回は、クライエントとセラピストの関係を創るた

めに重要な基盤であるので、緻密な配慮を要する。また、初 滝口　俊子 滝口　俊子

6 初　　回　面　接
回面接には、その後の全面接過程が凝縮されていると言って （放送大学教 （放送大学教

も過言ではない。初回面接での留意点について、詳述する。 授：） 授）

クライエントをセラピストの感情に流されずに理解するた

7

心理療法とアセス
＜塔g（1）一成人の場合

めには、アセスメントが必要である。アセスメントの理論と

ﾀ際について説明する。時には、精神医学的な診断の必要で

?驍ｱとについても触れる。
同上 同上

一一@1　5　5一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

年齢や性格によっては、心理検査を用いるアセスメントも

8
心理療法とアセス
＜塔g（2）一子どもの場合

行われるが、幼い子どもの場合は、プレイセラピーをしなが

轤ﾌアセスメントになる。また、親面接による情報も子ども

ﾌアセろメントの素材となる。 滝口　俊子 滝口　俊子

クライエントも様々の症状・傾向・問題を持って心理療法

機関を訪れるが、相対するセラピストも、当然の話ではある

セラピストの個性 が、様々の傾向・性格・カラーを持っている。そして、この
9 とクライエントの 両者の間で固有の心理療法プロセスが生じる。マニュアル通 大場　　登 大場　　登
個性 りにはゆかない面白さと困難さが、ここにあり、　「相性」と

いうテーマともとりくまなければならない。

スクールカウンセラーの役割と課題について、実際の体験 滝口　俊子
を通して学んでみたい。

トピックス：心理臨 ゲスト：

10
床の現場から一一②

Xクールカウンセ 滝口　俊子
香川　　克
i京都文教大

リング 学・公立中学
スクールカウ
ンセラー）

クライエントの姿・語ること・症状に「耳を傾け」ている

11
セラピストの心に
bｩぶ疑問・連想・
Cメー・ジ・仮説

と、セラピストの心に、いろいろな疑問・連想・イメージが

bｩんでくる。あるいは、セラピストなりの見立てや仮説も、

ｻして、時にはその見立てと抵触するイメージが浮かんでく
驍ｱともあろう。

大場　　登 大場　　登

「共感的に傾聴」することが、サイコセラピーの一方の柱

だとすれば、クライエントの話を傾聴しているうちに、セラ

12
セラピストの問い
ｩけとコメント

ピストの心に浮かぶ疑問・イメージや心の揺れ・仮説を見つ
ﾟ、これに基づいでクライエントの反応を慎重に見守りつ

ﾂ「問いかけ」をしてゆくことが、もう一方の柱と言えるだ

　
　
同
　
上
卜 同　上

ろうか。

クライエントの訴え、セラピストによる傾聴、両者の個性

13
セラピストとクラ
Cエントの関係性
i1）

が、　「器」の中で次第に「煮詰まって」くるにしたがって、

Nライエントの心の中の様々な「外的・内的人物像jは、心
摎ﾃ法で相対している「セラピスト」像と微妙なつながりを
揩ｿ始める。

同　上 同　上

クライエントから投げかけられるクライエントの心の中の

「外的・内的人物像j、そして、その「人物像」に伴う複雑

セラピストとクラ で濃密、時に圧倒的な様々の感情は、セラピストの心に一定

14 イエントの関係性 の心理的影響を及ぼさずにいることは決してない。かくして、 同　上 同　上
（2） セラピストの心もまた、　「器」の中の「心理的なプロセス」

に必然的に関与してゆくことになる。

今回のトピックスは、医療機関での心理臨床の仕事の紹介 大場　登
トピックス：心理臨 である。医療機関といっても、多くの人々が思うような伝統

床の現場から一一③ 的な「精神科・神経科」だけでなく、今日では、心療内科、 ゲスト：

15
医療機関（病院・ク

潟jック・精神科・

小児科、いわゆるNICU（新生児集中治療室）そして、ホスピ

X、歯科領域でさえ、心理の仲間が働いている。
同　上 橋本　洋子

i聖マゾアン
心療内科・小児科・ ナ医科大学横

NICUその他） 浜市西部病院
新生児病棟）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

16 意識と無意識

　心理療法の仕事をしていると、人間の心にはどうやら、自

ｪで意識している「意識」領域を超えて、広大な「無意識」

ﾌ領野が存在していると考えた方が理解しやすい経験に出会

､ことが多い。そして、この「無意識」には、今日あまりに

ﾀ易に語られる「トラウマ」といった過去の記憶ばかりでは
ﾈく、実は、「陰と陽」　「影と光」　「腐敗と生成」　「魂」　「癒

ｵ」　「死」　「エロス」　「男性と女性」その他その他の実に豊

ｩなイメージが満ち溢れている。

大場　　登 大場　　登

17 プレイセラピー

　言語表現の発達途上にある子どもとの面接において用いら

黷ﾄいるプレイセラピーについて、事例を交えながら紹介す

驕Bプレイセラピストに見守られながらの遊びは、短に情緒

ｪ開放される体験にとどまらず、自己治癒力が潜性化するの

ﾅある。

滝口　俊子 滝口　俊子

18 家　族　面　接

　クライエントは、家族と深く結びついているので、セラピ
[への協力を得るために、家族とも面接することは重要であ
驕B家族成員の変化は、全体としての家族の変容と無関係で
ﾍありえない。家：族面接の技法と留意点について述べる。

同　上 同　上

19
箱庭療法その他の
Cメージ療法

　箱庭療法という言葉は、なんとなく耳にしたことがある人

ｪ多いかもしれない。もともとはチュー・リッヒのKalf£D．

ｪ始めた心理療法技法であるが、日本に渡ってくるや、あっ
ﾆいう間に全国の心理療法関係機関に浸透してしまった。そ

黷ﾆいうのも、日本には、昔から「盆景」　「箱庭jの世界が
?閨A子どもだけでなく、成人もまた、自らの「世界」を非
ｾ語的に表現して、その「心のイメージ」と交歓・交感する

`統があったからのようである。

大場　　登 大場　　登

20

トピックス：心理臨

ｰの現場から一④
ｳ育相談所・教育セ

塔^ー

　今回は、全国各都道府県・各都市にあって、子ども達の心

搏Iな問題（課題）・あるいはその家族の抱えている心理的
｢難に、必要な場合は学校と連絡をとりながら、心理療法的

Tービスを提供している「教育相談所・教育センター」の紹
薰ﾅある。

同　上

大場　登

Qスト：

b斐　　由美
i東京都板橋

諡ｳ育相談
梶j

21 夢　　と　癒　　し

　古代ギリシャで、人々が心身の病に見舞われると、人々は

Aスクレピオス医神の神殿を訪ねた。斎戒沐浴の後、彼らは
_殿最奥の小部屋で眠り、「癒しの夢」の訪れを待った。日

{の古代・中世においても、人生の困難や病に出会った人々
ﾍ、　「貴船」や「石山」に詣でたり、　「観音」さんに篭って、

u癒しの夢」の到来を待った。

大場　　登 大場　　登

22 心理療法と夢（1）

　古代ギリシャ・アスクレピオス神殿で当時の人々が夢によ

髢?ｵを求めた営みはインキュベーションと呼ばれるが、
leler，　C．　A．によれば「このインキュベーションが2000年

ﾌ眠りを経てFreud，　S．の診察室・自由連想のカウチで復活

ｵた」と言われる。

同　上 同　上

23 心理療法と夢（2）

　たしかに心理療法で、我々がクライエントの話に耳を傾け
ﾄいると、　「そう言えば今朝こんな夢を見ました」と報告さ

黷驍ｱとが多い。　「耳を傾ける」とは、この意味で、　r心の

ﾅ奥からの声」あるいは、　「人間の意識を超えた領域からの

ｺ」に対してのことでもあるのかもしれない。

同　上 同　上

一1　57　一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

24
心理療法とコンス

eレーション（布
u）

　心理療法の面接でクライエントの語ることを注意深く聴い

ﾄいると、クライエントの心の中、いわゆる内界で焦点化な

｢し、活性化されている、あるいは前景に出ているテーマと

ｩ事に対応する外的・現実的出来事が、クライエントの周囲
ﾅ生じていることをよく経験する。だからこそ、一見「外的・

叝崧I」だけと思われるクライエントの経験にも我々は、大
ｫな関心を寄せて傾聴することができるとも言えよう。

大場　　登 大場　　登

25

トピックス：心理臨

ｰの現場から一一⑤

Y業・企業

職場におけるカウンセリング・産業カウンセリングの役割

ﾆ可能性について検討してみたい。

滝口　俊子

滝口　俊子

Qスト：

･輪　　尚子
iソニー（株）

l事センター

26
困難な事例との出

?｢

　心理療法の営みを続けていると、セラピストは、必ずとい
ﾁてよいほど圧倒的な難しさ・無力感・不安を感ぜざるを得

ﾈいようなクライエントに出会うものである。それまでの僅
ｩな、いわゆる成功経験など粉微塵に打ち砕かれるような出
?｢。　「心の専門家」などという言葉は、以後、決して使え

ﾈくなるような経験。人間の心の闇は恐ろしい程に圧倒的で、

獅ﾂ深いものである。

大場　　登 大場　　登

27
心理療法の面接と

L録

　困難な事例に出会った時には、面接記録を書くことさえ大

ﾏな心理的エネルギーを必要とする。記録には、クライエン
gのことよりは、セラピストを自称してきた自分の不安や無

ﾍ感、あるいは面接の行われた晩に眠れぬ中で垣間見た「恐
?ｵい夢」が書き留められることも多いであろう。そもそも
ﾊ接記録は、一体どのようなことを、どの程度書いたらよい
ﾌだろうか。

同　上 同　上

28 スーパーヴィジョン

　心理臨床の研修にとって不可欠な体験として、スーパーヴ

Bジョンがある。個人スーパーヴィジョンとグループスーパ

[ヴィジョンの比較、スーパーヴァイザーの選び方や、スー

pーヴィジョンの料金、期間について。さらに個人分析との
ﾙ同についても述べる。

滝口　俊子 滝口　俊子

29

トピックス：心理臨

ｰの現場から一一⑥

Gイズカウンセリ
塔O

　今回のトピックスでは、いわゆるエイズカウンセリングに

?ｽっている心理臨床の現場を紹介したい。仕事の困難さ・

厓?ｴじていること・いわゆるエイズ患者やHIVウィルス
ｴ染者の方々に教えてもらったことなどが紹介される予定で
?驕B

大場　　登

大場　　登

Qスト：

ｬ島　賢一
i荻窪病院血
t科）

30
おわりに：講師から

ﾌメッセージ

　心理臨床の世界は、広大な裾野と、底知れぬ深さを持って

｢る。それだけに、確かに非常にやりがいのある職業分野で

?驍ﾆ共に、一歩間違えれば、いわゆるセラピスト側もがの

ﾝこまれてしまう危険と隣り合わせであるのも事実である。

ｱのことは、医学や法律学等、生きた人間と真っ向から接す
驫w問分野・専門職業分野の宿命と言えるかもしれない。最

I回は、滝口と大場から、今後さらに心理臨床の勉強を続け
ﾄゆく人々へのメッセージを送りたい。

滝口　俊子

蜿黶@　登

滝口　俊子

蜿黶@　登
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　　　　　　　　　　　　　＝・心理学研究法門論（‘02）＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：　鑛　幹八郎（京都文教大学教授）〕

全体のねらい
　神学研究法の中でも、特に臨床心理学研究の困難さと重要性について解説する。臨床心理学においては・プライヴァシー

の問題および研究から得られる公共性との両立と相克が重要なテーマである。これらについて留意しながら・心理学研究法・

なかんずく臨床心理学研究上について解説する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理学の領域を五つの領域、すなわちカウンセリン
グ・心理療法・アセスメント・家族・コミュニティおよびグ

ループに分けて考える。研究として重要なことは、まず何を

1

心理学および臨床

S理学の領域と研
?@

知りたいかを明らかにすることである。研究の目的が明らか

ﾉなれば、それをどのように達成するかという方法がおのず
ｩら明らかになるはずである。臨床心理学研究の特徴：として、

謌黹vライバシーや倫理的な問題をいつも頭に置いておくこ

鐘　　幹八郎
i京都文教大
w教授）

鐘　　幹八郎

i京都文教大
w教授）

と、第二に臨床経験が研究を左右する特徴があることを十分

理解しておくこと。

心理学研究法には個性記述（現象記述）的なアプローチと、

法則定立的なアプローチがある。そして、自然科学の実証モ
デルを援用した数量化が重視されている。そこには、各事象

が独立して発生し、しかも内容が等質であるという単純なモ 名取　　琢自 名取　　琢自

2 研究法の背景 デルが基礎となっている。臨床心理学の研究においてもこの （京都文教大 （京都文教大

モデルが重要であることはいうまでもないが、臨床事例はく 学助教授） 学助教授）

りかえしできない、個別のものであるため特別なアプローチ

が必要となる。

具体的な研究法として、これから六つの方法を説明する。

面接法をつかった研究法とはどのようなものであろうか。こ 平井　　正三 平井　　正三

研　究　法　① こでは代表的な面接法であるアイデンティティ・ステイタス （京都光華女 （京都光華女

3
面　　接　　法 研究と成人愛着面接を通して面接法による研究の意義と特徴 子大学助教 子大学助教

を説明する。 授） 授）

観察法による研究法を説明する。観察することによってど
のように臨床的な資料を収集することが可能であるか、乳幼

4
研　究　法　② 児の母子相互作用の研究を通してその意義と特徴を説明す 同　上 同　上
観　　察　　法 る。

現在数多くの質問紙が作られているが、主としてリッカー

5
研　究　法　③

ト法による質問紙の構成法について解説する。また、臨床場

ﾊで使われる質問紙法や性格検査も紹介する。
香川　　克
i京都文教大

香川　　克
i京都文教大

質問紙調査法 学助教授） 学助教授）

投映法の特徴を、質問紙法や面接法など他の方法と比較し

6
研　究　法　④

梶@　映　　法

ながら説明し、その意義について考察する。代表的な投映法

ﾉついて述べ、それらを用いた研究（あるいは、投映法自身

ﾉ関する研究）について紹介する。

中村　博文
i京都文教大

w講師）

中村　博文
i京都文教大
w講師）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師一名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理学においても、実験による研究は重要である。そ

の古典的一例として、ユングによる言語連想実験をとりあげ、

7
研　究　法　⑤
ﾀ　　験　　法

心理学的事実を明らかにするための数量化の意義について解

烽ｷる。．また、実験研究を実施する際の基本概念（実験群・
名取　琢自 名取　琢自

統制群など）についても説明する。

事例研究法は臨床心理学において最も重要な研究法のひと

つであるが、この方法が実際にはどういうものなのかは意外

8
研　究　法　⑥

沫瘡､究法

に知られていない。本講では、知識伝達と技術習得のちがい、

T念的知識と手続き的知識のちがいに注目しながら、臨床の 同　上 同　上

場において人間を統合的にとらえる実践的方法として洗練さ
れてきたこの事例研究法の意義と限界について検討したい。

ここから講義の内容は各領域での研究法の適用に焦点をあ

てる。本講では、カウンセリング・心理療法における研究の

9
領域と研究法①
Jウンセリング’・心

摎ﾃ法

トピックとして、以下のテーマを取り上げたい。

u診断・見立ての妥当性」　「変容のプロセス」　「技法の比較」

u面接者とクライエントの相互作用」　「治療者・クライエン

gの内的イメージ」「夢の変容」「スーパーヴィジョン」「教

鐘　幹八郎 鐘　幹八郎

育分析」

臨床心理学におけるアセスメントについて説明し、その必

10
領域と研究法②

Aセスメント
要性を述べる。アセスメントの諸方法を紹介したうえで、そ

黷轤ﾌ妥当性について考える。またアセスメントそのものの 中村　博文 中村　　博文

妥当性検証について述べる。

近年、家族のあり方の急激な変化にともない、システムズ・

アプローチ、構成的アプローチ、そのほか、様々な新しい視

11
領域と研究法③
ﾆ　　　　　族

点が提案されている。これらの見方を資料的に具体化するた

ﾟの研究法について述べる。
鐘　幹八郎 鐘　　幹八郎

近年、学校や地域社会における心の問題が社会的に関心を

領域と研究法④ 集めている。臨床心理学はこの領域に様々な接近を試みてい

12 コミュニティ・アブ る。その接近法から明らかにされる諸側面を、これまで述べ 香川　　克 香川　　克
ロー・チ た研究法を通して説明する。

グループを利用して、個人の成長や適応に資する活動が広

領域と研究法⑤ い領域で活発に適用されており、グループアプローチ・集団

13 グループ・アプロー 心理療法などと呼ばれている。これらの活動の意義や特徴を 同　上 同　上
チ らかにする研究法について解説する。

今回と次回の二回にわたって、研究法と臨床心理学の領域

領域と研究法⑥ の問題を再考する。研究法は研究目的によって決まること、

14 統合的な理解の必 臨床心理学においては統合的な理解が不可欠であることな 鐘　幹八郎 鐘　幹八郎
要性 ど、これまでの研究法の講義をふりかえって再渡する。

臨床心理学研究法のまとめとして、研究の難しさと重要性

について述べる。難しさに関しては、プライヴァシーや倫理
総括：臨床心理学研 の問題がかかわってること、クライエントの福祉がかかわっ

15 究の難しさと重要 ていることがあげられる。重要性については、研究によって 同　上 同　上

性について 臨床的な活動が公共の知識として蓄積されること、さらに、

人間存在における臨床の「知」という問題について貢献する

ことができることを解説する。
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・＝ ﾐ会心理学高論（‘02）＝（TV）
　　　一人格・社会・文化のクロスロードー

　〔主任講i師：　大橋　英寿（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　社会心理学は、パーソナリティ・社会・文化の3視点を有機的に統合して人間生活を理解しようとする。個人の発達と時

代史の交差上に展開する社会化過程を基底にすえて、パーソナリティ、社会、文化というビッグ・ワードの社会心理学的意

・味を順次解説していく。それをふまえて、文化生態的環境変化の影響、異文化体験、ライフサイクルの変動・エスニック・

アイデンティティ、ヘルスケア・システムの多元性、シャーマニズムの癒し、非行・犯罪と被害者支援などをとりあげる・そ

うすることで社会心理学が臨床心理学にとって不可欠な連携分野であることを理解し、両分野の接点を多角的に探る・

回 テ　・一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
社会心理学一人間科学の礎一

　社会心理学は、パーソナリティ心理学・社会学・文化人類学

ﾌ接合するところに位置する境界科学・学際科学である。そ
黷艪ｦに、活況をみせる一方で、この学問分野の定義、守備

ﾍ囲、研究法をめぐっては多種多様な立場が併存している。
ｱの錯綜状況に整序をこころみ、マルチメソッドの必要性と、

l間科学としての方法論上の独自性を強調する。

大橋　　英寿
i放送大学教
�j

大橋　英寿
i放送大学教
�j

2
社会化過程
齡ｭ達と時代史の
�ｷ一

　人が文化規範を学習して社会の一員となっていく社会化過

�ﾍ、パーソナリティ心理学、社会心理学、社会学、文化人類

wの共通テーマである。社会化は幼少年期の受動的過程にと
ﾇまらず、ライフサイクル全体にわたる個性化の過程でもあ
閨Aさらに既存の社会と文化を変容させる要件にもなりうる。

ｻの実例をシャーマンの成巫過程を通して理解する。

同　上 同　上

3
社会心理学とパー
¥ナリティ心理学

　パーソナリティ心理学と社会心理学という隣接する2つの
ｧ場から行われてきた「パーソナリティ」研究の史的展開につ

｢て論じ、両者の立場の違いについて解説する。その上でミ
Vェルのパーソナリティ研究批判に端を発する「人間一状況論

?vを契機に、パーソナリティ心理学と社会心理学が相互に理

��[め、新たな研究動向へと収敏していく様相について論

ｶる。

堀毛　　一也
i岩手大学教
�j

堀毛　　一也
i岩手大学教
�j

4 他者との相互作用

　二者関係を中心に、自他のかかわりあいの様相を個体の認

m的側面を中心に解説する。具体的には、人が自らを含め周

ﾍの他者や社会的状況をどのように認知し、知識・信念体系
�zきあげていく過程について論じたうえで、そうした認知

I基盤をもとに行われる、他者とのコミュニケーションの特
ｿやコミュニケーション・スキルの問題について解説する。

同　上 同　上

5

集　団　過　程一社会心理学のア

vローチの意味一

　「集団の優位性vs．個人の無力性」という対比にひそむ問題

_を明らかにし、集団状況と孤立状況の相違点を詳述する。

�ﾒ関係から多数者の組織的関係までの集団的影響関係を整

?ｵ、安定した状況下にある「集団」のもつ特徴を明らかに
ｷる。目標の共有、成員性、凝集性、組織性、持続性などの

ﾁ徴がもたらす諸問題（集団残慮、集団極化、服従）をとり

?ｰる。

細江　達郎
i岩手県立大
w教授）

細江　達郎
i岩手県立大
w教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6
集団状況における

ﾂ人

　行動は人と状況との関わりで生起すると捉える社会心理学

ﾌ視点を解説する。自分をどのようにカテゴリー化するか、

W団カテゴリーにどう自我関与するのかが、行動の具体的な

I択を方向づける。集団規範の施行、役割の調整など、複数
ﾌ集団への関与の適応・不適応・無適応関係を理解する。集

c状況の課題として、社会的促進、行動の不活性、同調、社
?I手抜き、状況の過小評価などを解説する。

細江・達郎 細江　達郎

7
文化生態的環境の

ﾏ化と子どもの心

g

　身体が食物を摂取・吸収することで成長していくのと同じ

ｭ、子どもの脳は感覚入力を糧として成長していく。感覚入

ﾍの種類や量は、子どもがどのような環境で育っているかで
ﾏわってくる。戦後の日本においては、高度成長期とビデオ

Qームが普及した1980年代後半の2回、子どもの育つ環境は
蛯ｫく変わった。こうした環境の変化が子どもの心身にどの
謔､な影響を与えているかについて論じる。

箕浦　康子
iお茶の水女
q大学教授）

箕浦　康子
iお茶の水女
q大学教授）

8
異文化体験とスト

激X

　ある社会に適合的な文化の衣をまとった人が、別の文化圏

ﾖ移動した時にはどのようなことが起こるのか。子どもは、

轤ｿの場に充満している文化的意味を、自己流に内に取り込
ﾝ、文化の衣（意味空間）をまとうことで、その社会の一人
Oの成員となっていく。文化的背景を異にする人々の間でな

ｺディスコミュニケーションが発生しやすいのかなどについ
ﾄ、事例を交えながら検討する。

同　上 同　上

9
社会変動とライフ

Tイクル

　個人の発達過程は、社会文化的な文脈との出会いで、意味

笂W開、限界が変容する。具体例を職業的社会化過程の長期
ﾌ追跡調査で見ていく。1960年代の高度成長期に地方の中学
Zで卒業期を迎えた青年の多くが選んだ進路に都市就職があ
ﾁた。かれらが成人期を迎え、さらに老年期を展望するいま、

F職業生活はどのような変遷をたどったのか。時代史と個人史

ﾌ交差を社会心理学的に検証する。

細江　　達郎 細江　達郎

10
南米移民の生活ス
gラテジー・

　国境を越えて移動する「国際移動民」が地球的規模で増加

ｵている。日本でも近年、外国人労働者が増え、1990年の入
ﾇ法改正以降はブラジル、ペルー、アルゼンチン、ボリビア
ﾈどの日系人の出稼ぎ者が急増し、一時的出稼ぎから定住志

?ﾜで生活形態が多様化してきている。南米日系人の生活ス
gラテジー、日本体験に伴う二世・三世のエスニック・アイ
fンティティの変容を事例をあげて解説する。

大橋　英寿 大橋　英寿

11

ヘルスケア・システ

?ﾆ住民の対処行

ｮ

　心身の不調に気づたからといって、病院へすぐ出向くとは

ｩぎらない。現代医療にのみ頼るわけでもない。病者と家族

ﾌとる対処行動を理解するには、〈疾病〉とく病い〉、〈治
ﾃ〉とく癒し〉の複眼的視点とともに、民間セクター・専門

Eセクター・民俗セクターがオーバーラップする地域のヘル

Xケア・システム全体を視野にいれる必要性を、フィールド
潤[クの知見にもつづいて検証する。

同　上 同　上

12
癒しの伝承一シャーマニズム

　人類最古の治療者と目されるシャーマンが現在も世界各地

ﾅ活躍している。人々のシャーマン的職能者への依存の実態
ﾍ、医療従事者には見えにくいが、クライエントがとる対処

s動の見過ごせない一面である。土着コスモロジーを背景に

ｵた信仰治療は自然界や宇宙との調和にもつづくホーリステ

Bクな治療法として二日される。沖縄のシャーマン「ユタ」の

a因論と治療儀礼を通してその一端を紹介する。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13 青少年非行問題

　犯罪の原因論は、人を犯罪に向かわせる要因をとらえよう

ﾆし、青少年非行の場合、当の少年にのみ焦点が当てられて

ｫた。非行行動は社会関係で生起する。当事者の研究だけで

ﾍ、問題の理解も解決もできない。人間の行動を社会的文脈

ﾌ中で捉える視点が不可欠である。一つの研究例を取り上げ

ﾄ、非行の問題へ社会心理学的に接近することの重要性を解

烽ｷる。

菊池　　武剋
i東北大学教
�j

菊池　　武剋

i東北大学教
�j

14 被害者の社会心理学

　犯罪・非行は、加害者・被害者・第三者の相互影響関係の

?ﾅ発生する。加害者をとらえるだけでは説明できない。被
Q者に注目することで、加害者・被害者の関係、犯罪・非行

齧ﾊの力動が理解できる。犯罪類型ごとの加害者・被害者の

ﾁ性から、犯罪・非行の発生と予防についての知見も得られ
驕B　「被害者支援」は被害者にとって必要なだけでなく、加

Q者の更正・矯正にとっても大きな意味をもつ。

同　上 同　上

15
社会心理学と臨床
S理学の接点

　臨床的問題の発生過程と解決は個人の生きてきた社会文化

I背景を抜きには理解できないであろう。カウンセラーとク
宴Cエントの対話である「心理臨床の場」そのものが心理一社

?Iリアリティで構成されていく。とすれば、臨床心理学者に

ﾆって社会心理学の知識は不可欠であろう。両分野の接点と
褐ﾝ交流の在り方を模索する。

細江　　達郎

細江　　達郎

蜍ｴ　　英寿
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＝家族心理学両論（‘02）＝：（R）
　　　　一システムとしての家族を考える一

　〔主任講師：亀口憲治（東京大学教授）〕

全体のねらい
　未曾有の変革期にある家族をとりまく心の危機の深層を解明し、具体的かつ効果的な対応策についての理解を深めること

をねらいとする。家族臨床心理学は誕生まもない学問であり、また狭義の臨床心理学の枠にとどまらない多面的な問題群を

抱えている。近接する学校教育、医療看護、介護福祉、産業労働、司法矯正、生涯発達、ジェンダー論など、数多くの専門

領域の壁を超え、現代家族を総合的視野から理解し、支援するための知的基盤を提供する。’

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族療法と家族心理学が融合することによって生まれた家

1
家族臨床心理学へ
ﾌ招待

族臨床心理学という専門領域が果たすべき役割やその基本的

T念いついて解説する。家族を根源的な人間システムとして
ﾆらえる立場から、家族の心の危機への効果的な対応を探る。

亀口　憲治
i東京大学教
�j

三口　憲治
i東京大学教
�j

個人の成長や発達については、新生児期から老年期までを

含む生涯発達の枠組みでとらえることが必要とされるように

2
生涯発達から見た
ﾆ族危機

なった。家族システムも、発達段階ごとに独特の発達課題を

謔濶zえていかねばならない。主要な家族危機について解説
同　上 同　上

する。

ストレスの多い現代社会において、精神保健の果たすべき

予防的役割が次第に強調されつつある。なかでも、家族が与

3
精神保健と家族の
�

える影響力の大きさについては、病因論と治療論の両面から

w摘されているところである。最新の注目すべき研究成果を
同　上． 同　上

紹介する。

児童虐待の増加は、近年大きな社会的関心を集めるように
なった。なぜ、実の親がわが子を虐待するのだろうか。児童

4
児童福祉における
ﾆ族の役割

虐待に見られる親子間、あるいは家族内の病理の発生メカニ

Yムについて分析し、その効果的な対応策についても検討す
同　上 同　上

る。

高齢化の急速な進行は高齢者だけではなく、その家族の問

題でもある。看護や介護に当たる家族員相互のコミュニケー

5
看護・介護と家族コ

~ュニケーション

ションの問題は、ヘルパーなどの援助者が良質のケアを提供
ｷるうえでも、軽視することができない課題である。

同　上 同　上

子どもの心の問題を解決するためには、学校と家族の連携

6

学校と家族の連携一システム論の視
が不可欠だといわれてきた。しかし、現実には、むしろ両者

ﾌ対立を示す風潮の方が優勢ではなかっただろうか。本講で

ﾍ、両者をつなぐ父親の役割や先駆的な各地の実践例につい
同　上 同　上

点から
て解説する。

非行の背景に家庭環境の要因があることは以前から指摘さ

れてきたことである。最近では、17歳の凶悪事件の多発に社

7
非行問題と家族の

ﾖわり

会的関心も高まっている。非行の発生や予防の観点から、家

ｰの関わりを再考し、主要な閤題点を整理する。 同上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

能率や効率のみを重視した：職場の労働環境が、個々の家族

のささやかな団攣を奪ってきた現状を否定することはできな

8
家族に優しい職場

ﾌ創造

い。21世紀の日本の職場が、家族に優しいものとなるか否か

ﾍ、少子化の進行を食い止めるためにも緊急の課題である。 三口　憲治 三口　憲治

家族に関わる臨床の実践のために、理論と技法が構築され

てきている。本鞘では、家族に関わる基本とも言うべき、臨

9 家族心理臨床の基礎
床家の姿勢について実例を通して述べる。家族心理アセスメ

塔g、真の傾聴・受容・共感、クライエントと臨床家との関
同　上 同　上

係性、家族の成長力への畏敬や家族崩壊への配慮にふれる。

1950年代に登場した家族療法の歴史を概観し、その理論が

ほぼ半世紀を経て、どのように形成され、今日に至っている

10
家族療法の歴史と

攪_
かを簡潔に紹介する。個人の内界に注目する従来の心理臨床

ﾆの対比や、両者の相補的関係や統合の可能性についても述
同　上 同　上

べる。

家族療法の技法の発展はめざましく、わが国でも不登校や
摂食：障害、家庭内暴力などの心理的問題の解決に顕i著な効果

11
家族療法の技法と

ﾀ践

をあげつつある。　「ジョイング」や「リフレーミング」など

ﾌ代表的な技法について具体例を示しながら平易に解説す
同　上 同　上

る。

全国でB万人を超す不登校児の問題を解決する有効な決め

12
家族療法の事例に

wぶ1一不登校問
閧ﾌ解決

手はまだ見つかっていない。この問題に家族全員で取り組む

ｱとによって解決しようとする家族療法の実践事例を解説す
驕B

同　上 同　上

個人療法的アプローチでは解決困難な場合が多い家庭内暴

家族療法の事例に 力や非行の事例を取り上げる。これらの問題をかかえた家族

13
学ぶn一家庭内暴
ﾍと非行問題の解

に対して、家族療法がどのように展開されるのか、詳しく解
烽ｷる。

同　上 同　上

決

中高年夫婦の離婚の増加に見られるように、夫婦療法や夫

婦カウンセリングなどの専門的な知識を身につけることが、

14
夫婦療法の理論と

ﾀ際
多くの心理臨床家に求められている。実践の手法についても

ﾐ介する。
同　上 同　上

核家族はさらに分裂を進めて、多様な形態の「家族」が出

現しつつある。現代家族は、家族進化の岐路に立たされてい

15 家族の未来と可能性
るのだろうか。最終回となる聴講では、家族の未来像を展望

ｷるうえで参考になる魅力的な話題を多数紹介したい。
同　上 同　上
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＝コミュニティ・アプローチ特論（‘03）＝（R）

〔主任講i師：　村山　正治　　（東亜大学教授）〕

全体のねらい

　成長モデルを念頭に置いて、特に教育・学校で臨床心理士がどう活動でき貢献：できるかを講義する。家庭と社会や文

化を結ぶ領域としての学校現場で臨床心理士の活動の展開も視点に入れる。したがって他職種とのネットワークを組ん

だり、専門家としての臨床的観点を提供しなければならない。コミュニティの中での学校をとらえることによって、臨

床心理士の活動は新しい方向が模索され、示唆される。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会では異文化交流、子育てネットワーク、地域紛争、

被害者支援、虐待やいじめなど、異業種間の専門家や非専門

1
今なぜコミュニテ

家である市民が協力して取り組む課題が増大出ている。この

謔､な今日的課題解決のためになぜ今コミュニティアプロー
村山正治
i東亜大学教

村山正治
i東亜大学教

イアプローチか チが注目されるのか論じてみたい。 授） 授）

コミュニティアプローチの定義、歴史、方法、その特徴、

科学性、独自性、現代社会における意義、などについて具体

例をあげながら解説する。

2
コミュニティアプ

同　　上 同　　上
ローチとは何か

作今、兄弟が少なく、子供同士で遊ぶ経験：が少ない中で親に

なる人たちへの子育てに関する悩みは深刻なものがある。心
コミュニティアプ 理臨床の子育て支援活動の実際と意義について解説したい。 滝口　俊子 滝口　俊子

3
ローチとしての （放送大学教 （放送大学教
一子育てネットワ 授） 授）

一クの実際

最近の学生には，対人不安傾向が強く，大学を自分の居場

所と感じない学生が増えている。キャンパスコミュニティに
キャンパスコミュ グループアプローチを展開して，心の発達と成長，仲間つく 中田　丁重 中田　行重

4
ニチイにおけるコ りの効果測定などを実施したモデルにつき解説したい。 （東亜大学助 （東亜大学助
ミュニテイアプロ 教授） 教授）

一チの展開

総合地域臨床とは特定の地域を対象とした心理臨床支援活

動である。個人心理臨床の一環としてのネットワークつくり

や特定の組織を対象とした組織臨床よりも広い概念である。 下川　昭夫 下川　昭夫

5
総合地域臨床科学 地域臨床活動と研究をあわせた総合地域臨床科学について解 （東亜大学助 （東亜大学助
の考え方 説する。 教授） 教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6

総合地域臨床活動
ﾌ実際一ママ・ネッ

gとボル・ネット

　総合地域臨床活動にはセンター型支援とネットワーク型支

№ｪある．前者は保育園、学校、福祉施設などへの支援である

ｵ後者は地域社会に入り込んで見えてくる対象への支援であ
驕B実際例を紹介しながら開設する。

下川　　昭夫

i東亜大学助

ｳ授）

下川　　昭夫

i東亜大学助

ｳ授）

7

サイコリトリート、

s登校児の母親グ
求[プの実際

　コミュニティアプローチによる援助の具体例を紹介する。一つは九州大学健康科学センター峰松修教授による「サイコ

潟gリート」である。もう一つが不登校児の親を援助するグ
求[プアプローチであり，、特に小野修氏は長年の経験を本に

?ｳれた。この2つの方法論について、その意味を考察する。
中田　三重 中田　三重

8

エンカウンターグ
求[プを媒介にし
ｽコミュニティ形
ｬの実際

　エンカウンターグループは人々の心を繋ぎ、自分探しのた

ﾟの重要なアプローチとして注目されている。30年にわた
驕u福岡人間関係研究会」の活動を通じて形成されてきたコ
~ュニティ形成過程を述べる。 村山　正治 村山　正治

9
エンカウンターグ

求[プによる国際
ｴ争の解決

　カウンセリングで有名なカールロジャースは「静かな変：革

ﾒ」といわれている。アイルランド紛争、中米の対立　など

W0年代の世界における紛争の火種となっていた地域に着目
ｵ、紛争当事者の大統領クラスを集めて、グループを行い、

褐ﾝの人間的信頼を回復することで、国際紛争解決につなが
骼沫痰�ｦし、その意義を解説したい。

同　　上 同　　上

10
コミュニティアプ

香[チをめぐる倫
揩ﾌ諸問題

　臨床心理士など専門家の活動には厳しい倫理規定がある。

Rミュニティアプローチの諸活動、例えばセルフヘルプグル
[プ活動に伴う倫理問題についてはまだ十分検討することに
ｵたい。 同　　上 同　　上

11
ネットワーキング
ﾌ理論と実際

　変革の時代に専門家や関連する人たちを繋いでいく有効な

Aプローチにネットワーキングの理論と方法がある。ここで
ﾍ学校臨床心理士ワーキンググループの実際例を中心にその
ﾁ徴、独自性、有効性を検討する 同　　上 同　　上

12
セルフヘルプグル
[プの展開

　21世紀はセルフヘルプグループ（SHGs）の時代ともいわ
黷ﾄいる。　「吃音者のための言友会」、「断酒会」。薬物常

p者のための「ダルク」、不登校児のための「フリースクー

求vなど様々な会が活動している。SHGsの現代的役割と機
¥について実際活動の事例を挙げながら考察したい。

同　　上 同　　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13

九州国際大学教授
ﾆの対談　　危機

贒?cfルの理論
ﾆ実際

　窪田由紀氏は福岡県下の学校で発生した殺傷事件や校内暴

ﾍ事件に臨床心理士として対応して来た実績がある。この経

ｱから危機介入の手引きを作成したが、これは全国の学校臨
ｰ心理士から大変評判がよい。その作成の経過、活用の実際を

Rミュニティアプローチの視点から考察してみたい。
村山　正治 村山　正治

14

九州大学留学生セ
塔^ー助教授　と
ﾌ対談

　コミュニティアプローチと留学生支援活動の実際

｢界各国の多数の留学生が日本の大学で生活を送っている．
ﾙ文化に生きる人々へのゴミュニテイアプローチを地域と連

gとしながら、展開している高松里氏と対談し、これからの

ｽ文化社会におけるコミュににテイアプローチの重要性につ

｢て論じていきたい。

同　　上 同　　上

15

大妻女子大学教授、

坙{コミュニティ

S理学会長との
ﾎ談一コミュニテ
Bアプローチのこ
黷ｩらの課題と展

]

　日本のコミュニティ心理学の開拓者であり、日本コミュニ

eィ心理学会の会長でもある山本和郎氏をゲストにお招きし
ﾄ、これまでの日本における展開とこれからの方向を展望し

ﾄこの講座のまとめとする。 同　　上 同　　上
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　この冊子に掲載した講義内容は、教材の原稿等を作成する時点で

主任講師等が執筆しており、実際に印刷教材及び放送教材を制作す

る時点で内容等を組み替えていることもあり、必ずしも最終的な印

刷教材・放送教材と一致していない部分がありますので、ご容赦く

ください。
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三畿配合串100％頁生畿を使用しています
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